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眉山の現状
　６月 29 日の大雨では、時間雨量 80 ミリを超える猛烈な雨となり、市内でも家屋への浸水被害が発生しました。そ
の後の７月の大雨で眉山では土砂の移動があり、0 渓や４渓では表面剥離が拡大しました。また、6 渓治山ダムなどで
は土砂の流入の増加が確認されましたが、これまでの治山施設や砂防施設の整備により民有地への被害はありませんで
した。今後も、国や県と連携を図りながら、監視体制をさらに強化し、市民皆さんが安全・安心に暮らせるよう、計画
的に治山施設や砂防施設が整備されていく予定です。
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４渓の表面剥離いま、 眉山はいま、 眉山は

▶
６
渓
治
山
ダ
ム
で
は
土
砂
の
流
入
が

　
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
下
流
域
に
さ

　
ら
に
１
基
の
治
山
ダ
ム
が
整
備
さ
れ

　
て
お
り
、
民
有
地
へ
の
流
出
を
防
い

　
で
い
ま
す

▲７渓の導流堤では、流路疎通工が整備され
　民有地への流出を防いでいます
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まずは、「自助」から
　平成 30年７月豪雨では西日本の広い地域で甚大な被
害をもたらしました。数十年に一度の規模と想定される
大雨特別警報が実に 11府県で発令され、全国で多くの
人が犠牲になりました。
　市でも例外ではなく、豪雨をもたらした雨雲が少し南
下していた場合、災害となった可能性がありました。
　市民皆さんには、日ごろから防災に対する情報に関心
を持っていただくとともに、家族で避難する場合の連絡
手段などについて話し合うなど、まずは、自分の身は自
分で守る「自助」に心がけてください。

▶問い合わせ先　市民安全課（☎ 68-1111 内線 241）
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